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皆 さんのお読み になった感想 はいかがで しょう

か。是非 、感想 をメール(clib@itp.kindaLacjp)

に お 寄せ くだ さい。

編集後記2

エ エ ツ!!驚 きの留学生活

苦労話 が何 一つ 聞かれ なか った、留 学生活 。

ボ ス トンの厳 しい冬 に もシャツー枚 で過 ごせ

るセ ン トラルヒーテ ィングの家 、ユ ー レイル ・

パ ス をもって一等 車で の ヨーロ ッパ旅 行 、等

な ど、 日本 では、個 人 に海外渡 航 も許 されて

い ない時代 に想像 で きない留学 生活 と私 は思

い ました。

編 集後 記3

話 し上手、聞 き上手

学長畑 先生 の イ ンタビュー を終 え て、一言 と

いわれる と(笑)。

実にユーモアとウィッ トにとんだお話 し振 りで、

アルバ イ ト(進 駐軍 の配 車係 り?)先 のエ ピ

ソー ドや なぜ 学者 に なったの かな どイ ンタ ビ

ューの内容すべてを掲載で きないのが残念です。

本 当に楽 しいイ ンタビューで した。

編集後記4

衝動買い

学長後 日談で掲載 されている写真は、留学当

時畑先生が撮 られたスライ ドから写真 を起こ

しました。私が 「当時の写真があればお借 り

したいのですが」 と言 うと、写真はないが 「ス

ライ ド」 ならあると言われ、沢山のスライ ド

から12枚 を持参されました。

その時、なにげなく、「なぜ写真ではなく、ス

ライ ドなんですか?」 とお聞きする と 「衝動

買いしたんや」 と笑ってお られました。

起 こした写真 は、約40数 年の時を越えて鮮明
にカラーで蘇 りました。

思えば、1960年 代我家の家族写真はモノクロ

が主流でした。

編集後記5

こんな書 き手がいるんだあ一!と 思ったのが

原稿 「200年の時空問を越えて」です。
一気読み してしまいました。経済学の古書に

興味の無い私にも翻訳本があれば、読んでみ
たいなと思わせました。

編集後記6

英語がで きない?と 何度 もかかれたホームペ
ージの松田さん。大学が休みに入れば一番に

海外 に飛び出 してい く彼女。た しかいつ も個

人旅行で したね。

(E.N)

編集後記

随想

中央 図書館報 も リニ ューアル されて 、3刊

目通算38号 とな りま した。お読 み にな りいか

がで したか。 ご意見等お寄せ ください。

この号 が校 了 し、 み なさんのお 手元 に届 く

頃は、ち ょうど秋 まっさか りのことと思います。

本年 度 は、例年 よ り増 して他 種多様 の 図書資

料 を整備 して お り、利 用者 の方 に還元 、 また

有益 に利用 していただ くことを目指 しています。
一度 お立 ち寄 りい ただ き

、秋 の夜長 にうっ て

つ けの図書資料 を借 りて読 んでみ ませ んか。

(K.Y)

Speak-out

編 集 後記1

お 見事、完壁、脱帽です。

畑 先生 は、 明石生 まれ、学 生時代 は京都 、

私 は、大 阪生 まれの大 阪育 ち。 イ ンタ ビュー

で話 す言葉 は、俗 にい う方言 。つ ま りは、関

西弁 で のや りとりで した。 イ ンタ ビュー原 稿

を起 こす さいに、私 は言葉 にこだわ りました。

畑先生 の お人柄 その もの を皆 さんにお伝 えす

るのに は、 イン タビューの言葉 そ の もの方 が

い い と思 ったの です。 実際 、起 こ した原稿 を

ゆ っ く りと声 に出 して読 んでみ る と畑 先生 の

ソフ トな話 し振 りが再 現 され、温 かい気持 ち

に私は な りま した。

しか し、学 長 とい うお立場 を考 える とこの原

稿で どうか なと、で も標準語形態 になおす と

このインタビューの楽 しさが伝えられるかと散々

悩 んだあげ く、原 稿 を捨 て きれず、「ええい

まま よ」 と一度 この原稿 を見 てい ただ くこ と

に しました。

果 た して持 参 した原稿 は、 す ぐに読 んでい

た だいた よ うで、 先生 か ら、来 る よ うに と電

話がかかって きま した。

学長 室 にお伺 いす る と、畑先 生 は少 しこ ま

ったお顔 で、「僕 の播州弁 は、なあ」 と言われ、

私は、「やは り駄 目です か。直 します」 とい う

と 「僕が少 し手 をいれてもいいかな」 と言われ、

原稿 をお預 け して、一斉 休暇 があ け帰 って き

た原稿 が ここに掲 載 されている ものです。

戻 って きた原稿 を どこ もい らってい ませ ん。

戻 って きた原稿 を読 ん だ ときの驚 きは どうい

った らいいので しょう。本 当に脱 帽で した。

私 の イ ンタ ビュ ーの意 図 を汲み 取 り、先生 の

播 州弁 は もちろ んの こ と私 の大 阪弁 もソフ ト

に手直 しされ、 イ ンタ ビュー 内容 も鮮 明で 、

先 生の学 生時代 の話 、留 学の話等 が イ ンタ ビ

ュー当 日の楽 しい現 場が まさに再現 され た も

のになってい ました。
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